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令和元年12月1日（日）～25日（水）までの間「クリスマス献血２０１９」では
受付してくれた方全員に暖かいワッフルケットプレゼント致します‼

・クリスマス献血２０１9開催します！
・健康ミニ知識 vol.37 インフルエンザについて
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クリスマス献血2019開催します！

今年も冬季における血液製剤の安定的な確保を目指
し、400mL献血と、成分献血の推進と若年層への普
及啓発のため令和元年12月1日（日）～25日（水）ま
での間「クリスマス献血２０１９」を開催します。期
間中、岩手県内の献血バスと、もりおか献血ルームメ
ルシーにおいて、献血にご協力いただいた方に「ワッ
フルケット」をプレゼントします。
オープニングセレモニーは、12月1日（日）10:10

からイオンモール盛岡南１階さんさ広場で高校生や大
学生、ボランティア団体が参加して行われます。その
後、献血マスコットキャラクターココロンちゃん（着
ぐるみ）による広報活動、インスタントカメラによる
記念撮影やバルーンアートなど、さまざまな企画があ
ります。
病気やケガで輸血を待つ患者さんのために献血のご

協力をお願いいたします。

TOPICS

オープニングセレモニー開催のお知らせ

日時：12月1日(日) AM10：10～10：25
場所：イオンモール盛岡南（本宮）

1階さんさ広場
この日、献血にご協力いただいた方には学生キャンペーンで

用意した記念品をプレゼント！
また、当日は岩手県献血マスコットキャラクターココロン

ちゃん！も登場します。ぜひ会場に足を運んでいただき献血へ
のご協力をお願いいたします！

（縦 60㎝×横 90㎝）

ワッフルケット



ホームページでも閲覧できます。 H30年4月1日よりアドレスが変更になりました。

岩手県赤十字血液センターホームページ https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/

Data 岩手県の献血・供給状況（10月）

岩手県の献血状況 岩手県の供給状況

400mL献血

2,317 人

68%

200mL献血

130 人

4%

血漿成分献

血

586 人

17%

血小板成分

献血

365 人

11%

献血受付者数

3,926人
献血者数

3,398人

【献血状況】

全血献血は200ｍＬ換算で4,764本、400mL献血率

（400mL献血者数／全血献血者数）は94.7％でした。

400mL赤血球

製剤

2,501本

60%
200mL赤血球

製剤

167本

4%

血漿製剤

801本

19%

血小板製剤

729本

17%

供給本数

4,198本

【供給状況】

血漿製剤は血漿成分献血からだけではなく、200mL献血

や400mL献血からも造られています。

インフルエンザの原因となるインフルエンザウイルスは、A型、B型、C型に大きく分類されます。このうち大きな
流行の原因となるのはA型とB型です。
近年、国内で流行しているインフルエンザウイルスは、A（H1N1）亜型、A（H3N2）亜型（香港型）とB型の3

種類で、これらの3種類のインフルエンザウイルスは、毎年世界中で流行を繰り返しています。流行するウイルス
型や亜型の割合は、国や地域で、また、その年ごとにも異なります。
インフルエンザでは、咳やのどの痛みなどの呼吸器の症状だけでなく、高熱、全身のだるさ（倦怠感）、食欲不

振などの全身症状が強く、しばしば、頭痛や関節痛・筋肉痛など呼吸器以外の症状を伴うことがあります。
合併症として、気管支炎、肺炎、中耳炎、重大な合併症には急性脳症（インフルエンザ脳症）や重症肺炎がある。
インフルエンザの感染には飛沫感染と接触感染の２種類があり、飛沫感染は、感染した人がせきをすることで飛ん
だ飛沫に含まれるウイルスを、別の人が口や鼻から吸い込んでしまい、ウイルスが体内に入り込むこと、接触感染
は、感染した人がせきを手で押さえた後や、鼻水を手でぬぐった後に、ドアノブ、スイッチなどに触れるとその触
れた場所にウイルスを含んだ飛沫が付着することがあります。その場所に別の人が手で触れ、さらにその手で鼻、
口に再び触れることにより、粘膜などを通じてウイルスが体内に入り感染します。
インフルエンザに感染しないためには、この飛沫感染、接触感染といった感染経路を断つことが大切です。人が

多く集まる場所から帰ってきたときには手洗いを心がけ、アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的で
す。
また、インフルエンザワクチンの予防接種には、発症をある程度抑える効果や、重症化を予防する効果が期待され
特に基礎疾患のある方や高齢の方など重症化する可能性が高い方に対して予防効果が認められています。

（厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/index.html/加工修正）

インフルエンザワクチン接種時の献血については、接種後２４時間以上経過してからお願いします。


